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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成23年1月13日(2011.1.13)

【公表番号】特表2009-536188(P2009-536188A)
【公表日】平成21年10月8日(2009.10.8)
【年通号数】公開・登録公報2009-040
【出願番号】特願2009-508479(P2009-508479)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｈ  19/24     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/7068   (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｈ  19/24    ＣＳＰ　
   Ａ６１Ｋ  31/7068  　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/12    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年11月15日(2010.11.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一般式（ＩＩ）：
【化１】

［式中、
　Ｘは、Ｏ、Ｓ、ＮＨ、またはＣＨ２であり；
　Ｙは、Ｏ、Ｓ、またはＮＨであり；
　Ｚは、Ｏ、Ｓ、またはＣＨ２であり；
　Ｒ１は、Ｃ１～６アルキルであり、ｎ－ペンチルまたはｎ－ヘキシルを含むｎ－アルキ
ルが好ましく；
　Ｒ２およびＲ３の１つはＨであり、そしてＲ３およびＲ２の他方は中性で非極性のアミ
ノ酸分子である］
で示される化合物、またはその医薬的に許容し得る塩もしくは水和物。
【請求項２】
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　中性で非極性のアミノ酸分子であるＲ２またはＲ３が、式：
【化２】

［式中、
　Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６およびＲ７が各々独立してＨまたはＣ１～２アルキルである］
である、請求項１記載の化合物。
【請求項３】
　Ｒ６およびＲ７が共にＨである、請求項２記載の化合物。
【請求項４】
　Ｒ２およびＲ３の１つがバリン、ロイシン、イソロイシン、またはアラニンである、請
求項１記載の化合物。
【請求項５】
　Ｒ２またはＲ３がバリンである、請求項１または請求項４のいずれかに記載の化合物。
【請求項６】
　バリンがＬ－バリン、Ｄ－バリン、またはＤ,Ｌ－バリンである、請求項５記載の化合
物。
【請求項７】
　Ｘ、ＹおよびＺが好ましくは全てＯである、請求項１～６のいずれか１つに記載の化合
物。
【請求項８】
　式：
【化３】
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【化４】

、または化合物３もしくは化合物５の塩酸塩である、請求項１記載の化合物。
【請求項９】
　式：
【化５】

である、請求項１記載の化合物。
【請求項１０】
　式（ＩＩＩ）：



(4) JP 2009-536188 A5 2011.1.13

【化６】

の化合物を、保護された中性で非極性のアミノ酸（ここで、Ｒ１、Ｘ、ＹおよびＺは請求
項１に定義する通りである）を用いてエステル化し、その後に適宜、得られたエステルを
酸と反応させて医薬的に許容し得る塩を得ることを含む、
請求項１～９のいずれか１つに記載の化合物の製造方法。
【請求項１１】
　アミノ酸が式（ＩＶ）：

【化７】

（式中、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、およびＲ７が請求項２に定義する通りである）
を有する、請求項１０記載の方法。
【請求項１２】
　Ｒ６およびＲ７が共にＨであり、そして該α－アミノ基が、３,９－フルオレニルメト
キシカルボニル（Ｆｍｏｃ）保護基によってエステル化反応の間に保護される、請求項１
１記載の方法。
【請求項１３】
　エステル化をミツノブ条件下で行なう、請求項１０～１２のいずれか１つに記載の方法
。
【請求項１４】
　更に、エステルをＨＣｌの溶液を用いて処理して塩酸塩を得ることを含む、請求項１０
～１３のいずれか１つに記載の方法。
【請求項１５】
　Ｒ１がｎ－ペンチルまたはｎ－ヘキシルであり、Ｘ、ＹおよびＺが全てＯであり、そし
てＲ４およびＲ５が共にメチルである、請求項１０～１４のいずれか１つに記載の方法。
【請求項１６】
　ウイルス感染症の予防または治療のための医薬の製造における、請求項１～９のいずれ
か１つに記載の化合物の使用。
【請求項１７】
　請求項１～９のいずれか１つに記載の化合物の有効量および医薬的に許容し得る賦形剤
を含有する、ウイルス感染症の予防または治療のための医薬組成物。
【請求項１８】
　請求項１～９のいずれか１つに記載の化合物を医薬的に許容し得る賦形剤と組み合わせ
て含有する、医薬組成物。
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